
 

 

 

 

 

 
 

清々しい初夏を迎え、日々の授業や学校行事等に、元気いっぱい活動する子供たちの姿

が見られます。また、２年生の町探検や３年生のりんご農家の見学、５年生の田植え体験な

ど、地域に出かけ、地域の方々から学ぶ学習にも積極的に取り組んでいます。 

本号では、今年度、清流小学校が目指す学校の姿について紹介いたします。 
 

清流小学校が目指す学校の姿 ～令和４年度学校運営全体構想～ 
 

 

 

 

 

教育理念 かしこく（知） 正しく（徳） たくましく（体） 

ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進 

（
ふ
る
さ
と
の
人
、
自
然
、
も
の
、
こ
と
） 

目指す 

子供の姿 

①自ら課題をもって学ぶ

子（主体的） 

②「人」「もの」「こと」

と関わり合いながら学

ぶ子（対話的） 

③多様な考えに触れ、自

らの考えを深める子

（深い学び） 

①自ら挨拶をする子(社

会性) 

②相手の立場や気持ち

を考えて行動する子

（思いやり） 

③約束やきまりを守る

子（規範意識） 

①自ら体を鍛える元気

な子（健康） 

②安全に気を付けて行

動する子（安全） 

③目当てや目標をもち、

粘り強く取り組む子

（自己伸長） 

理念を 

具現化する 

教育内容 

①確かな学力の定着を図

る授業づくり 

②主体的で対話的な学習

活動の推進 

③思考力・判断力・表現

力等の向上 

①自他を尊重する態度

の育成 

②社会性・協調性の育成 

③規範意識の醸成 

①基本的生活習慣の確

立 

体力つくりの推進 

②危険予知・判断力の育  

成 

③社会的自立や自己実

現を図る場や評価の

設定 

具体方策 

① 

 

 

 

 

 

 

② 

 

③ 

‣授業のルールづくり

とその徹底 

‣ねらいを明確にした

授業づくり、指導と

評価の一体化 

‣言語活動 

‣家庭学習 

‣学び合い 

‣体験的な活動 

‣ノート指導 

‣問題発見・解決能力

の育成 

① 

 

② 

 

③ 

‣あいさつ運動 

‣正しい言葉遣い 

‣児童集会 

‣学習グループの活用 

‣集団登下校 

‣自転車乗車時のヘル 

メットの着用 

‣廊下歩行 

① 

 

② 

 

③ 

‣とやまゲンキッズ 

作戦 

‣早寝・早起き・朝ご飯 

‣チャレンジ 3015 

‣楽しい運動遊びハ 

ンドブック 

‣遊びのルールづくり 

‣安全な登下校 

‣自己有用感や成就

感、満足感を得る

活動の工夫 

‣目当てづくりとそ

の評価 

 

 

「 

清流小学校だより   ～６月号～ 

令和４年６月１０日 

学校の教育目標 「かしこく」「正しく」「たくましく」生きる子供の育成 

目指す学校の姿 「 元気な声はずむ学校 明るく夢うつす学校 共に手を取り励む学校 」 

 例年、保護者の皆様に回答していただいている７月と 12 月の学校評価アンケートで

は、これらの取組について、子供たちの姿から評価していただく予定です。「かしこく」

「正しく」「たくましく」という視点で、子供たちの成長を見守りましょう。 

 



タブレット端末の「？」あれこれ 
 

現在、学校の授業では、一人一人がタブレット端末を利用し、２年生以

上は、毎日家庭に持ち帰っています。当たり前となりつつあるタブレット

端末の利用ですが、改めていくつかの「？（疑問）」について考えることで、

利用の目的やよりよい使い方について考える機会にしてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

清流小学校ホームページの紹介 
 
子供たちの学校生活の様子

や学校だより、行事計画等が閲

覧できます。最近の行事では、

春の遠足や５年生宿泊学習を

紹介しています。ぜひ、ご覧く

ださい。 

こちらからどうぞ 

 

     

 
 

       http://www.seiryu-e.tym.ed.jp/ 

 

学校行事予定の訂正 

 学校だより５月号では、「魚津市小学校音楽会」の日にちを「11月

10日(木)」とお伝えしていましたが、正しくは「11月11日(金)」

です。６年生が合唱を発表する予定です。 

そもそも、どうして子供たちにタブレット端末が配布されたの？ 
 
2018年に行われた国際調査で、以下の２点の問題が浮き彫りになりました。 

①日本の学校の授業におけるデジタル機器の使用時間は世界の中でとても低い。 

②日本の子供たちは、デジタル機器を学習に利用する割合がとても低く、ゲーム 

やチャット等の学習以外のことに利用する割合がとても高い。 

このことを受けて、１人１台端末と高速大容量の通信ネットワークを各学校に整備し、

学習にデジタル機器を活用するための GIGA スクール構想が早急に実施されました。 

何のために、タブレット端末を毎日持ち帰っているの？ 
 
GIGA スクール構想では、インターネット上のアプリを利用したり、データを

共有したりする学習を前提としています。言い換えると、「いつでもどこでも学

習にタブレットを利用する」ことが基本です。「授業で習ったことを家で調べて

みる」「家で調べたことを学校の授業で生かす」など、タブレット端末を持ち帰

ることで、学校の授業と家での学習がつながることが理想です。 

持ち帰ったタブレット端末でゲームをしたり、趣味の動画視聴をしたりしてもいいの？  
 
「絶対にいけません！」配布されたタブレットは、「国の予算で、子供たちが学習

に使うために配布されたもの」です。学校でも指導していますが、ご家庭でも、「い

けないことはいけない」とはっきりと伝えましょう。また、学習のための利用であ

っても、適度な使用時間となるようにご配慮ください。 


